
A
C

14

1720

912

10
2

52

102

95

φ2
3

100

68

For VS (RC7M) Angle

本体間ケーブルの曲げ R （内径） はケーブル固定状態で 33.8 mm 以上、ケーブルが可動する状態では 225 mm 以上を確保してください。
過度の曲げは断線の原因となります。


